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免責事項
本免責事項の適用上、次のとおり定義します。

- 会社  (本免責事項では「当社」と表記します)  とは、Vitextra SIA (Matīsa iela 61-25, Rīga, LV-1009, Latvia) を指しま
す。

- 本ドキュメントとは、ナレッジベースの記事を指します。
- お客様とは、本ドキュメントにアクセスする個人、または該当する場合は、その個人が本ドキュメントにアクセ

スまたは使用する際に代理となっている会社その他の法人を指します。
- 本 Web サイトとは、https://vitextra.com からアクセスできる Vitextra を指します。

免責事項

本ドキュメントに記載されている情報は、一般的な情報提供のみを目的としています。

当社は、本ドキュメントの内容における誤りや脱漏について、一切責任を負いません。

いかなる場合も、契約上の訴訟、過失、その他の不法行為上の訴訟であるかを問わず、本ドキュメントの内容の使

用に起因または関連して生じる、特別損害、直接損害、間接損害、結果的損害、付随的損害、またはその他一切の

損害について、当社は責任を負いません。当社は、事前の通知なく、いつでも本ドキュメントの内容に追加、削

除、または変更を行う権利を留保します。

誤りおよび脱漏に関する免責事項

本ドキュメントに記載されている情報は、関心のある事項に関する一般的な指針を示すことのみを目的としていま

す。そのため、本ドキュメントの内容を最新かつ正確に保つために当社があらゆる予防措置を講じている場合で

も、誤りが生じる可能性があります。また、法律、規則、規制は変化するため、本ドキュメントに記載されている

情報に遅れ、脱漏、または不正確な点が含まれる場合があります。

当社は、誤りや脱漏、またはこの情報の使用によって得られた結果について、責任を負いません。

フェアユースに関する免責事項

当社は、著作権者から明示的な許可を得ていない著作物を使用する場合があります。当社は、批評、論評、ニュー

ス報道、教育、学術研究、または調査の目的で、そのような資料を提供しています。

当社は、これが、米国著作権法第  107  条に規定されている、当該著作物の「フェアユース」にあたると考えていま
す。

お客様が、フェアユースの範囲を超えて、ご自身の目的で本ドキュメントの著作物を使用することを希望される場

合は、著作権者から許可を得る必要があります。

「自己責任での使用」に関する免責事項

本ドキュメントのすべての情報は、完全性、正確性、適時性、またはこの情報の使用によって得られる結果につい

て何ら保証することなく、また、性能、商品性、特定目的への適合性に関する保証を含むがこれらに限定されな

い、明示または黙示を問わずいかなる種類の保証もなく、「現状のまま」提供されます。

当社は、本ドキュメントに記載されている情報に依拠して行われた判断や措置、または結果的損害、特別損害、も

しくはこれらに類する損害について、たとえそのような損害の可能性について知らされていた場合でも、お客様ま

たはその他の者に対して責任を負いません。

お問い合わせ

本免責事項についてご不明な点がある場合は、メール (support@vitextra.com) でお問い合わせください。
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確認の失敗と通知が届かない問題を解決する

確認の失敗と通知の未着は、独立して発生することがあります。メールを受け

取っていなくても従業員に有効な割り当てがある場合や、確認要求が証跡を書き

込んだ後に後続処理が失敗する場合があります。再試行や書き込みモードの変更

前に、どの操作が失敗したかを特定してください。

失敗時の情報を保存する

ハブ、従業員アカウント、ポリシーバージョン、割り当て識別子、エラー文、概

算時刻を記録します。エラーの前に受領証や成功メッセージが表示されたかを従

業員に確認します。My  Policies  を再読み込みし、割り当てを再度開いて現在の状
態を調べます。最初の要求が処理中の間は、繰り返しクリックしないでくださ

い。

通知の問題では、期待していたものが手動リマインダー、自動メール、Teams  通
知のどれかを特定します。予定の受信者、キャンペーン、時刻を記録してくださ

い。これらはすべて同じ送信者や実装を使用するわけではありません。

確認の失敗を診断する

直接モードでは、ブラウザーが直前のハッシュを読み取り、確認レコードを追加

した後、割り当てを更新します。これらの書き込みは別々です。権限、接続、リス

トのエラーで処理が中断されると、証跡があるのに期待する割り当て状態になっ

ていない場合があります。

サービスモードでは、ブラウザーがサービス接続を使用して設定済みの  /api/
acknowledge  エンドポイントに  POST  し、その後  SharePoint  から作成されたレ
コードを読み取ります。サービスの可用性、認証、同意、応答形式、保存済みレ

コードへのアクセスなどによって要求が失敗する場合があります。サービスで正常

に書き込まれた後の読み取り失敗は、要求がサービスに到達しなかった場合とは

異なります。

管理者は、アカウント、ポリシーバージョン、時刻を手掛かりに、割り当ての確

認参照と状態を対応する証跡レコードと比較します。再試行を問題のない状態に

見せるために、証跡ハッシュを編集したりレコードを削除したりしないでくださ

い。部分保存が確認された場合は、ハブまたはサービスの責任者と管理された修

正方法を合意します。
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確認の失敗と通知が届かない問題を解決する

保存エラーとサービス設定・通知状態を切り分ける

警告

サービス要求が失敗しても、自動的に直接書き込みへ切り替わることはありま

せん。モード変更は権限と証跡の書き込み経路を変えるため、無害な再試行方

法ではありません。最初の操作が部分的に成功している場合、再送信によって

追加の証跡が作成されることもあります。

手動リマインダーの未着を診断する

期限超過の手動リマインダーは、サインイン中のユーザーのメールボックスから

送信されます。そのアカウントがメールを送信できるか確認し、可能であれば送

信済みメッセージを調べます。自動通知用に設定された送信者や通知停止時間帯

は、この手動経路を制御しません。

メッセージは割り当てごとに順番に送信されます。一括操作では、一部を送信し

た後で失敗する場合があります。また、送信後に監査書き込みが失敗することも

あります。操作全体を繰り返す前に、処理済みの受信者や割り当てを特定してく

ださい。手動リマインダーの手順と制限は  KB10524. チームに手動のポリシーリマ
インダーを送信する方法 を参照してください。

自動メッセージの未着を診断する

1 想定した割り当てが存在することを確認します。対象者プレビューはキャンペー
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確認の失敗と通知が届かない問題を解決する

ン開始の完了を意味しません。

2 該当するメールまたは  Teams  の通知設定と、設定された通知停止時間帯を確認
します。

3 サービス URL と管理者同意の状態を確認します。
4 報告された最終実行情報を確認し、サービス所有者に実際のジョブと配信結果
の調査を依頼します。

5 受信者アカウントを確認し、配信は割り当て作成とは別に調査します。

状態エンドポイントは同意と最終実行値を返すことがありますが、チェック成功

は、このキャンペーンの通知ジョブが実行されたことやメッセージが配信された

ことを証明しません。通知設定を保存しても、外部サービスはデプロイされませ

ん。付属の個人用  Teams  アプリだけでは、通知ボットがインストールされている
とは判断できません。

再試行前に表示された結果を照合する

観測した状況 管理者が確認すべきこと

従業員は受領証を得たがキャンペーン

件数が古い

まず割り当てと証跡の状態を確認しま

す。件数更新は別操作です。

証跡イベントが存在するが割り当ては

未完了

証跡書き込み後に割り当て更新が失敗

したかを確認します。

サービスは保存済みと報告するがリー

ダーにエラー

返されたレコード識別子とクライアン

トがそれを読めるかを確認します。

一括エラーの前に一部の手動リマイン

ダーが届いた

失敗前にどの割り当てのメッセージを

送ったかを確認します。

割り当ては存在するが自動メッセージ

が届かない

割り当て作成とは別に、サービス実行

と配信を確認します。

一つの指標からトランザクション全体の完了を推測しないでください。サービス

ログの成功、SharePoint  の行、ブラウザーの受領証、更新されたキャンペーン件
数は、それぞれ異なる段階を表します。複数のリリースで共通するタイトルだけ

でなく、割り当て、ポリシーバージョン、アカウント、時刻を使って照合してくだ

さい。
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確認の失敗と通知が届かない問題を解決する

二度目の送信をすでに試した場合は、その事実と概算時刻を管理者に伝えます。

処理順序を調査する間はレコードを保存してください。重複に見える証跡イベン

トを削除すると、チェーンが壊れたり、元の失敗を理解するための情報が失われ

たりする場合があります。

サポートに渡す情報を整理する

失敗した操作、書き込みモード、ハブとページ、対象アカウント、ポリシーバー

ジョン、割り当て識別子を伝えます。正確なエラーと、ソースを読めたか、送信ボ

タンが有効になったか、受領証が表示されたかも含めてください。サービスに関

する場合は、責任者に時刻と要求・結果の照合を依頼します。認証トークンや秘

密情報を引き継ぎ資料に含めないでください。

メッセージ未着の場合は、手動リマインダー、自動メール、Teams  配信のどの経
路を期待したかを特定します。割り当て、送信者またはサービス実行について確

認済みの内容を含めます。保存された通知設定は配信の証拠ではなく、一方の

チャネルでの受信は他方の成功を証明しません。

特定した不具合を修正したら、一括操作を繰り返す前に、一件の管理された操作

を試し、その全結果を調べます。原因と残存する部分レコードを理解可能な状態

に保ちながら復旧を確認できます。再試行の成功によって以前の経緯の説明が失わ

れないよう、元のインシデント情報を保存してください。

復旧を確認する

既知の割り当てを一つ使用し、正常な確認によって期待する受領証と割り当て状

態が得られることを確認します。通知については、サービス所有者または送信者

と予定した配信経路を確認し、その後、従業員が割り当てにアクセスできるかを

確認します。元のエラーと部分書き込みの調査結果を調査記録に残してくださ

い。サービス設定は  KB10525. ポリシーサービスに接続して自動通知を設定する方
法、受領証の解釈は  KB10526.  過去のポリシー確認と受領書を表示する方法  を参
照してください。
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